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律
令
政
治
と
弾
正
台

　
ー
奈
良
朝
を
中
心
と
し
て
ー

笠

原

英

彦

噌
、
は
じ
め
に

二
、
御
史
台
の
構
成
と
機
能

三
、
弾
正
台
の
機
能

四
、
弾
正
台
の
構
成

五
、
結
び

律令政治と弾正台

一
、
は
じ
め
に

　
こ
れ
ま
で
、
弾
正
台
に
つ
い
て
は
、
唐
御
史
台
を
母
型
と
し
、
風
俗
の
粛
正
と
官
人
の
不
正
糾
弾
を
担
う
中
央
警
察
機
構
で
あ
る
と
す

る
理
解
が
定
着
し
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
武
光
誠
氏
は
弾
正
台
の
発
展
過
程
及
び
奈
良
、
平
安
朝
に
お
け
る
そ
の
実
態
を
検
討
し
、
弾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

正
台
が
実
際
に
は
早
く
に
糾
弾
機
能
を
喪
失
し
、
礼
教
機
能
を
専
ら
担
っ
た
と
の
あ
ら
た
な
見
解
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
古
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代
日
本
の
天
皇
が
中
国
の
皇
帝
に
比
し
て
、
官
僚
に
対
す
る
統
制
力
を
欠
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
。

　
本
稿
は
、
こ
う
し
た
武
光
氏
の
先
駆
的
業
績
に
示
唆
を
得
て
、
唐
御
史
台
と
の
構
成
及
び
機
能
上
の
比
較
、
並
び
に
令
集
解
諸
説
の
検

討
と
台
官
人
の
補
任
の
分
析
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
当
代
律
令
政
治
に
お
け
る
弾
正
台
の
機
能
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
武
光
誠
「
弾
正
台
と
中
国
の
御
史
制
度
」
、
『
日
本
歴
史
』
第
三
五
八
号
。
　
　
　
、

二
、
御
史
台
の
構
成
と
機
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
弾
正
台
の
母
型
た
る
御
史
台
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
桜
井
芳
朗
氏
が
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
．
ま
た
築
山
治
三
郎
氏
が
そ
の
組
織
と

　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

職
掌
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
武
光
氏
が
弾
正
台
と
の
相
遠
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
具
合
に
、
す
で
に
先
学
に
よ
る
十
分
な
研
究

の
蓄
積
が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
武
光
氏
同
様
日
唐
両
制
比
較
の
視
点
よ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
三
つ
の
問
題
点
ー
御
史
台
の
司
法
権
、
礼
教

機
能
、
大
夫
御
史
関
係
ー
に
限
っ
て
若
干
の
考
察
を
加
え
、
弾
正
台
を
理
解
す
る
上
で
の
前
提
と
し
た
い
。

　
大
唐
六
典
巻
十
三
、
侍
御
史
は
、
「
其
職
六
有
」
と
し
て
、
「
奏
弾
」
、
「
三
司
」
、
「
西
推
」
、
「
東
推
」
、
「
臓
瞭
」
と
並
ん
で
、
「
理
甑
」

を
挙
げ
て
い
る
。

　
六
典
に
は
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
御
史
大
夫
之
職
掌
邦
国
刑
憲
典
章
之
政
令
以
粛
正
朝
列
中
丞
為
之
弐
凡
天
下
之
人
有
称
冤
而
無
告
者
与
三
司
詰
之

と
み
え
る
か
ら
、
冤
罪
の
訴
え
を
匝
の
設
置
に
よ
っ
て
聞
き
、
再
審
に
付
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
単
独
の
裁
判
権
行
使
と

い
う
よ
り
も
、
本
来
の
裁
判
機
関
た
る
刑
部
、
大
理
寺
の
裁
判
監
視
の
機
能
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
御
史
大
夫
は
杜
滝
に
み
ら
れ
る
如
く
、
比
較
的
早
く
よ
り
宰
相
と
し
て
国
政
の
枢
機
に
参
画
し
、
実
質
的
な
台
の
実
権
は
御
史
中
丞
に
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移
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
中
丞
は
従
っ
て
、
儀
式
の
指
導
、
官
僚
の
綱
紀
粛
正
を
掌
っ
た
と
い
え
、
そ
の
権
限
は
新
唐
書
百

官
志
に
み
え
る
重
罪
事
件
の
裁
判
に
ま
で
及
ん
だ
。

　
前
掲
六
典
中
の
冤
罪
を
追
及
す
る
「
三
司
」
は
、
「
御
史
中
丞
、
中
書
、
門
下
」
に
相
当
し
、
通
典
は
こ
れ
を
御
史
、
給
事
中
、
中
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

舎
人
と
し
、
大
獄
の
場
合
、
さ
ら
に
刑
部
、
大
理
寺
、
御
史
台
が
三
司
と
し
て
推
断
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
御
史
台
は
冤
滞
に
つ
い

て
の
訴
追
機
関
と
し
て
裁
判
に
か
か
わ
り
、
大
獄
に
つ
い
て
皇
帝
に
よ
る
官
吏
監
視
の
代
理
機
関
と
し
て
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
義

解
に
「
是
糾
弾
之
職
．
非
科
断
之
官
」
と
さ
れ
た
弾
正
台
と
は
異
な
り
、
監
察
的
色
彩
が
強
い
と
は
い
え
、
御
史
台
が
強
力
な
裁
判
権
を

保
持
し
た
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
御
史
台
の
礼
教
機
能
を
想
わ
せ
る
の
は
、
大
夫
の
「
粛
正
朝
列
」
、
「
凡
国
有
大
社
則
乗
終
車
以
為
之
導
」
（
六
典
）
や
、
殿
中

侍
御
史
の
「
内
供
奉
三
員
、
初
掌
駕
出
於
歯
簿
、
内
糾
察
非
違
」
（
通
典
）
と
い
っ
た
職
掌
で
あ
る
。
武
光
氏
は
、
と
く
に
殿
中
侍
御
史
の

職
掌
は
歯
簿
、
す
な
わ
ち
朝
列
内
部
の
不
法
を
取
り
締
ま
る
こ
と
に
始
ま
っ
た
と
し
た
上
で
、
「
唐
の
御
史
台
は
礼
に
よ
る
教
化
と
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

職
務
を
も
た
な
い
も
っ
ば
ら
官
僚
の
不
正
の
監
視
だ
け
を
掌
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
六
典
も
殿
中
侍
御
史
の
沿
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
し
て
、
「
魏
氏
御
史
二
人
居
殿
中
察
非
法
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
礼
」
と
は
儀
礼
、
ひ
い
て
は
人
の
守
る
べ
ぎ
秩
序
の
意
で
、
人
の
ふ
み
行
う
べ
き
「
の
り
（
法
）
」
に
通
ず
べ
き

も
の
で
あ
る
。
ま
た
通
典
は
、
「
御
史
之
名
、
周
官
有
之
、
蓋
掌
賛
書
而
授
法
令
非
今
任
也
、
戦
国
時
亦
有
御
史
秦
趙
縄
池
之
会
各
命
書
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

其
事
汝
淳
干
髭
謂
斉
主
日
、
御
史
在
前
則
皆
記
事
之
職
也
」
と
記
し
、
御
史
が
本
来
天
子
近
侍
の
書
記
に
発
し
、
先
学
の
中
に
も
こ
こ
か

ら
朝
儀
祭
礼
時
の
取
締
官
た
る
性
格
へ
の
発
展
を
読
み
と
る
見
解
も
あ
る
。
築
山
氏
も
、
百
官
志
に
依
拠
し
つ
つ
、
官
人
社
会
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

朝
列
班
序
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
官
吏
秩
序
の
維
持
、
す
な
わ
ち
綱
紀
粛
正
を
目
的
と
し
た
御
史
台
の
礼
教
機

能
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
元
来
警
察
機
能
に
は
、
司
法
的
側
面
と
行
政
的
（
予
防
的
）
側
面
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
場
合
、
御
史
台
の
礼
教
機
能
は
後
者
に
あ
た
る
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と
言
え
よ
う
。

　
最
後
に
、
御
史
大
夫
と
御
史
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
従
来
の
諸
説
が
、
六
典
、
通
典
、
旧
唐
書
、

新
唐
書
等
に
依
拠
し
な
が
ら
、
三
院
の
下
に
あ
る
侍
御
史
、
殿
中
侍
御
史
お
よ
び
監
察
御
史
を
各
々
、
官
僚
の
不
正
摘
発
、
儀
式
中
の
非

違
糾
察
、
地
方
巡
察
と
い
っ
た
職
掌
分
担
の
面
よ
り
区
別
し
、
並
列
的
に
位
置
づ
け
て
い
る
点
に
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．

　
例
え
ば
、
こ
の
う
ち
監
察
御
史
の
職
掌
を
左
に
掲
げ
、
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

　
六
典
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
分
察
百
僚
巡
按
郡
県
、
糾
視
刑
獄
、
粛
正
朝
儀

と
し
、
旧
唐
書
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
U
）

　
掌
分
察
巡
按
郡
県
、
屯
田
鋳
銭
、
嶺
南
選
補
、
知
太
府
司
農
出
納
、
（
中
略
）
尚
書
省
有
会
議
、
亦
監
其
過
謬
、
凡
百
官
宴
会
習
射
亦
如
之
．

と
す
る
。

　
つ
ま
り
監
察
御
史
の
職
権
は
、
「
巡
察
郡
県
」
に
そ
の
独
自
性
を
認
め
る
に
し
て
も
、
内
外
百
僚
の
監
察
か
ら
朝
儀
の
粛
正
ま
で
の
広

き
に
わ
た
っ
て
い
る
．
こ
れ
は
侍
御
史
並
び
に
殿
中
侍
御
史
の
職
掌
と
明
ら
か
に
重
な
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
関
係
は
果
た
し
て

如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
監
察
御
史
に
よ
る
官
吏
糾
弾
例
を
旧
唐
書
や
唐
会
要
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。
旧
唐
書
巻
一
八
六
上
に
は
御
史
中
丞
来
俊
臣
が

監
察
御
史
紀
履
忠
か
ら
弾
奏
さ
れ
た
事
例
が
み
え
る
．
周
知
の
如
く
、
来
俊
臣
は
、
周
興
、
万
国
俊
、
侯
思
止
ら
と
並
び
称
さ
れ
る
唐
代

の
酷
吏
で
、
則
天
武
后
の
目
に
と
ま
り
御
史
に
登
用
さ
れ
た
後
、
強
引
な
取
調
べ
で
な
ら
し
た
。
し
か
し
、
同
書
に
「
俊
臣
累
坐
臓
、
為

衛
吏
紀
履
忠
所
告
下
獄
」
と
さ
れ
る
事
例
か
ら
み
る
と
、
御
史
大
夫
や
御
史
中
丞
は
、
本
来
御
史
の
上
官
た
る
位
置
を
職
掌
上
占
め
る
が
、

そ
の
不
正
の
摘
発
は
下
官
の
監
察
御
史
の
任
務
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
監
察
御
史
の
職
掌
が
広
範
な
も
の
で
あ
る

こ
と
は
こ
の
こ
と
と
密
接
な
関
係
が
あ
ろ
う
。
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律令政治と弾正台

　
確
か
に
六
典
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
1
2
）

　
凡
中
外
百
僚
之
事
、
応
弾
刻
者
、
御
史
言
於
大
夫
、
大
事
方
輻
奏
弾
、
小
事
則
署
名
而
己
．

と
あ
り
、
右
の
事
例
は
こ
の
規
定
に
抵
触
す
る
が
、
身
内
の
浄
化
の
た
め
、
ま
た
皇
帝
の
耳
目
た
る
御
史
本
来
の
任
務
に
鑑
み
．
慣
例
と

し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
認
識
は
台
中
に
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
一
般
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
先
学
に
よ
り
夙
に
引
か
れ
る
長
安
四
年
の
宰
相
蘇
味
道
の
臓
汚
弾
劾
を
め
ぐ
る
大
夫
李
承
嘉
と
御
史
粛
至
忠
の
論
争
（
「
故
事
台
中
無
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

官
、
御
史
人
君
耳
目
耳
、
比
肩
事
主
、
得
各
弾
事
不
相
関
白
」
な
る
至
忠
の
言
）
は
こ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
御
史
は
本

来
大
夫
、
中
丞
の
監
督
下
に
あ
る
が
、
弾
事
に
つ
き
報
告
す
る
か
否
か
に
は
一
定
の
裁
量
が
存
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
既
に
み
た
よ
う
に
、
大
夫
、
中
丞
は
宰
相
兼
務
者
な
い
し
は
宰
相
候
補
者
で
あ
り
、
台
の
実
務
に
実
質
的
に
携
わ
る
も
の
で
な
く
、
専

門
官
た
る
御
史
層
と
の
間
に
隔
絶
が
存
在
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
監
察
御
史
の
職
掌
に
み
ら
れ
る
如
く
、
そ
の
権
限
が
広
大
で
あ
る
の

は
、
相
対
的
に
大
夫
、
中
丞
の
権
限
を
実
際
上
抑
止
す
る
効
果
を
も
っ
た
も
の
と
思
考
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
よ
り
、
御
史
台
は
一
般
に
「
非
科
断
之
官
」
と
さ
れ
た
弾
正
台
と
は
異
な
り
、
強
力
な
る
司
法
権
を
有
し
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
し
か
る
に
、
そ
の
司
法
機
関
と
し
て
の
性
格
は
、
あ
く
ま
で
訴
追
機
関
な
い
し
は
裁
判
監
視
機
関
た
る
色
彩
が
濃
厚
で
あ
っ
た
。
ま

た
同
時
に
、
監
察
御
史
の
広
範
な
権
能
に
端
的
に
み
ら
れ
る
如
く
、
台
そ
れ
自
体
が
十
分
な
自
浄
能
力
を
保
障
さ
れ
、
わ
が
弾
正
台
に
く

ら
べ
明
ら
か
に
高
度
の
目
的
遂
行
能
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
他
方
、
御
史
台
に
は
副
次
的
機
能
と
し
て
礼
教
機
能
が
確
認

さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
目
本
に
継
受
さ
れ
た
際
如
何
に
拡
張
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
．

　
（
1
）
桜
井
芳
郎
「
御
史
制
度
の
形
成
」
（
上
）
（
下
）
（
『
東
洋
学
報
』
二
三
巻
二
・
三
号
）
。

　
（
2
）
　
築
山
治
三
郎
「
唐
代
に
お
け
る
御
史
と
酷
吏
」
（
同
『
唐
代
政
治
制
度
の
研
究
』
）
。

　
（
3
）
　
武
光
前
掲
論
文
、
四
三
頁
ー
四
五
頁
．

　
（
4
）
　
大
唐
六
典
巻
十
三
．

　
（
5
〉
　
通
典
巻
二
四
。
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武
光
前
掲
論
文
、
四
九
頁
．

大
唐
六
典
巻
十
三
．

通
典
巻
二
四
．

築
山
前
掲
書
、
二
五
五
頁
。

大
唐
六
典
巻
十
三
。

旧
唐
書
巻
四
四
。

大
唐
六
典
巻
十
三
。

唐
会
要
巻
六
一
。
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三
、
弾
正
台
の
機
能

　
弾
正
台
が
実
際
上
如
何
な
る
機
能
を
果
し
た
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
奈
良
、
平
安
朝
を
通
じ
て
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
唐
御
史
台
を
範
と
し
て
継
受
さ
れ
た
大
宝
職
員
令
所
定
の
職
掌
が
、
台
を
し
て
事
実
上
政
治
的
に
過
度
の
重

要
性
を
帯
び
る
可
能
性
を
否
定
し
が
た
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
大
宝
令
制
が
、
先
学
の
指
摘
に
か
か
る
如
く
、
皇
位
の
不
安
定
と
貴
族
層
の
発
言
力
の
増
大
に
よ
る
天
皇
権
力
の
後
退
と
い
う
情
勢
の

中
に
生
ま
れ
た
と
す
れ
ば
、
天
皇
権
力
を
担
保
す
べ
く
期
待
さ
れ
る
弾
正
台
の
位
置
づ
け
は
、
政
治
的
に
き
わ
め
て
微
妙
で
あ
っ
た
と
言

わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
一
方
、
奈
良
朝
初
期
の
政
治
情
勢
を
背
景
に
編
纂
さ
れ
た
養
老
律
令
は
、
さ
ら
に
貴
族
層
の
利
益
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り
、
石
尾
芳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

久
氏
の
示
唆
さ
れ
る
「
官
憲
的
法
令
の
蒐
集
」
と
は
単
純
に
規
定
し
え
な
い
政
治
的
性
格
を
多
分
に
併
せ
も
っ
て
い
た
。
左
に
掲
げ
る
弾

正
台
の
奏
弾
権
に
か
か
わ
る
法
改
正
は
そ
の
顕
著
な
例
と
言
え
よ
う
。

　
養
老
公
式
令
奏
弾
式
条
は
、
弾
正
台
が
内
外
の
非
違
を
摘
発
し
、
こ
れ
を
天
皇
に
上
奏
す
る
一
連
の
書
式
を
挙
示
し
た
上
で
、
該
書
式
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の
適
用
範
囲
に
つ
い
て
次
の
如
く
規
定
す
る
、

　
右
親
王
及
五
位
以
上
。
太
政
大
臣
不
在
此
限
。
有
犯
応
順
糾
劾
。
而
未
審
実
者
．
並
拠
状
勘
問
。
不
須
推
拷
．
委
知
事
由
事
大
者
奏
弾
。
詑
留
台
為
案
．

　
非
応
奏
。
及
六
位
以
下
。
並
糾
移
所
司
推
判
。

こ
の
う
ち
、
「
親
王
及
五
位
以
上
。
」
の
注
釈
と
し
て
、
古
記
は
義
解
同
様
上
限
を
「
一
位
以
下
」
と
し
、
下
限
を
「
及
庶
人
」
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
古
記
は
そ
の
一
例
と
し
て
「
庶
人
打
己
父
母
之
類
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
宝
令
は
台
の
奏
弾
権

を
き
わ
め
て
広
範
に
設
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
養
老
令
が
こ
れ
を
「
五
位
以
上
」
と
し
、
弾
奏
の
対
象
を
大
夫
層
に

限
定
し
た
立
法
意
思
は
奈
辺
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
周
知
の
如
く
、
当
該
条
に
よ
れ
ば
、
台
の
弾
奏
権
は
行
政
諸
官
司
が
看
過
し
た
犯
罪
、
及
び
行
政
諸
官
司
の
断
決
に
疑
義
あ
る
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
み
限
定
的
に
行
使
さ
れ
う
る
。
そ
し
て
そ
の
勘
問
に
つ
い
て
も
、
集
解
跡
説
が
「
合
勘
間
之
法
。
将
有
別
式
。
但
勘
問
不
得
明
状
者
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

耳
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
弾
正
式
が
詳
細
に
規
定
す
ξ
被
疑
者
の
身
分
的
制
約
と
罪
状
追
及
の
不
徹
底
さ
は
否
め
な
か
っ
た
。
同
時
に
、
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

法
上
の
失
錯
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
る
「
不
須
推
拷
」
の
点
に
つ
い
て
、
左
の
如
く
集
解
諸
説
の
多
く
は
、
当
代
弾
正
台
は
「
非
科
断
之

官
」
な
る
が
故
に
拷
問
す
べ
き
で
な
い
と
の
認
識
で
一
致
し
て
い
た
．

　
跡
云
。
問
．
弾
正
得
拷
掠
否
．
答
。
不
拷
。
何
故
者
。
巡
察
当
時
．
有
犯
罪
罪
人
者
。
依
此
法
令
糾
。
自
余
他
被
告
者
。
不
合
受
糾
。
然
則
事
発
所
司

　
而
可
拷
掠
耳
．
但
所
司
被
仰
人
者
．
依
下
条
合
受
拷
。
朱
云
。
依
彼
条
．
可
拷
掠
欺
不
。
同
云
。
下
条
亦
不
可
拷
掠
他
。
凡
弾
正
専
不
可
用
拷
法
者
何
。

ま
た
「
委
知
事
由
事
大
者
奏
断
」
と
い
っ
て
も
、
凡
そ
職
事
で
解
官
、
散
位
で
官
当
、
無
品
親
王
で
徒
罪
以
上
で
あ
り
、
そ
れ
も
「
不
得

推
拷
。
何
知
事
由
。
移
可
推
拷
之
官
知
実
」
（
古
記
）
と
あ
っ
て
は
、
台
に
期
待
し
う
る
事
情
聴
取
能
力
に
は
自
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
跡
説
が
「
巡
察
当
時
。
有
犯
罪
罪
人
者
。
依
此
法
令
糾
．
自
余
他
被
告
者
。
不
合
受

糾
。
然
則
事
発
所
司
而
可
拷
掠
耳
」
と
す
る
如
く
、
所
詮
台
に
期
待
さ
れ
る
奏
断
権
と
は
、
巡
察
中
に
発
見
さ
れ
た
ご
く
限
ら
れ
た
貴
顕

の
重
大
犯
罪
の
摘
発
に
と
ど
ま
り
、
対
象
が
如
何
に
大
夫
層
た
る
と
言
え
ど
も
、
奏
弾
が
実
際
上
希
有
で
あ
っ
た
の
も
蓋
し
当
然
と
言
わ
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（
7
）

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
一
方
、
六
位
以
下
に
つ
い
て
は
、
「
先
糾
弾
成
案
。
然
後
糾
移
応
断
之
司
。
」
（
一
云
）
と
の
説
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
杖
罪
以
下
に
つ
い

て
は
弾
正
台
に
断
決
権
を
認
め
よ
う
と
す
る
学
説
も
あ
る
．

　
跡
云
．
糾
移
所
司
。
謂
在
台
事
発
者
。
杖
以
下
台
合
決
。
在
他
司
事
発
者
．
錐
杖
以
下
。
而
合
送
刑
部
…
－
（
中
略
）
…
…
朱
云
．
非
応
奏
。
及
六
位

　
以
下
。
並
糾
〔
送
〕
移
所
司
推
判
者
。
未
知
。
直
注
顕
犯
状
之
虚
実
送
．
為
当
。
定
罪
名
了
送
．
又
推
判
之
志
何
。
答
。
直
顕
注
犯
状
虚
実
可
送
也
。

　
罪
名
不
断
也
．
刑
部
可
断
罪
者
。
但
事
大
者
奏
弾
者
。
錐
不
断
罪
．
預
知
奏
弾
耳
者
。
凡
弾
正
糾
在
者
．
不
在
被
人
訴
告
也
．
巡
察
時
見
。
井
伝
聞
耳
。

　
台
事
発
者
。
杖
以
下
台
決
．

　
従
っ
て
、
旧
来
弾
正
台
に
つ
い
て
は
、
「
凡
弾
正
是
糾
弾
之
職
。
非
科
断
之
官
」
な
る
義
解
の
説
に
た
っ
て
、
裁
判
権
を
有
し
な
い
と

の
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
直
ち
に
そ
う
結
論
づ
け
る
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
ろ
う
。

　
こ
の
点
は
、
公
式
令
陳
意
見
条
集
解
に
お
い
て
さ
ら
に
明
白
で
あ
る
。
同
条
は
意
見
封
事
の
う
ち
「
若
告
言
官
人
憲
政
。
及
有
抑
屈
者
。

弾
正
受
推
。
」
と
す
る
。
そ
の
際
．
「
不
当
理
者
弾
之
」
に
つ
い
て
義
解
は
「
所
告
言
無
理
。
及
事
不
実
者
。
並
皆
弾
正
准
状
推
決
。
但
徒

以
上
者
。
可
送
刑
部
。
」
と
し
、
釈
説
、
穴
説
も
同
様
の
説
を
立
て
、
ま
た
跡
説
、
朱
説
、
額
説
も
「
在
台
事
発
」
の
場
合
の
み
と
し
な
が

ら
も
、
台
の
杖
罪
以
下
に
関
す
る
断
決
権
を
認
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
同
条
は
元
来
奏
弾
式
条
と
並
び
、
弾
正
台
の
糾
弾
機
能
の
も
う
一
つ
の
柱
を
構
成
す
る
規
定
で
あ
り
、
少
納
言
が
開
看
す

る
こ
と
な
く
奏
聞
す
べ
ぎ
意
見
封
事
の
例
外
を
な
し
、
一
般
に
上
表
中
に
「
告
言
有
害
政
抑
屈
」
の
場
合
は
衛
禁
律
私
度
関
条
に
従
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

随
近
所
司
を
経
て
太
政
官
に
申
訴
し
、
さ
ら
に
は
弾
正
台
に
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
集
解
諸
説
の

摘
要
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

　
釈
云
。
（
中
略
）
若
告
言
官
人
害
政
。
及
有
抑
屈
者
奏
聞
．
自
外
依
常
法
者
。
今
案
文
。
陳
意
見
中
。
可
為
有
訴
訟
身
事
。
又
上
表
訴
中
．
可
有
害
政

　
及
抑
屈
。
故
検
衛
禁
律
。
官
人
害
政
抑
屈
。
須
申
於
官
然
後
条
。
為
有
越
関
事
申
一
官
．
此
難
申
官
。
而
官
受
即
付
弾
正
令
推
耳
。
（
中
略
）
古
記
云
。

　
抑
屈
者
。
被
断
也
。
害
政
者
。
非
法
聚
歓
也
．
今
行
事
。
弁
受
推
之
．
跡
云
。
官
人
害
政
抑
屈
。
謂
当
封
上
之
日
。
間
其
状
申
云
。
有
害
政
抑
屈
者
。
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不
奏
而
遣
台
令
申
耳
。
或
説
云
．
告
言
以
下
。
非
意
見
之
事
。
為
難
．
関
外
人
被
柾
断
官
司
者
。
近
関
国
司
申
官
．
官
則
下
弾
正
台
令
推
問
也
。
（
中

　
略
）
釈
一
云
。
又
此
問
答
一
云
。
並
同
也
。
但
違
古
説
及
び
貞
説
何
。
弾
正
受
推
者
．
凡
先
官
受
取
。
三
審
了
後
付
弾
正
耳
．

こ
の
う
ち
、
古
記
が
「
今
行
事
。
弁
受
推
之
」
と
す
る
点
に
つ
い
て
、
武
光
氏
は
「
天
平
期
に
は
弾
正
台
の
不
正
摘
発
の
権
限
の
ほ
ぽ
半

　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

分
が
弁
官
に
移
っ
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
釈
一
説
が
「
但
違
古
説
及
び
貞
説
何
。
」
と
し
つ
つ
、
三
審
後
の
弾
正
台
送
付
を

暗
に
拷
法
な
き
形
式
的
取
調
べ
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
条
の
規
定
す
る
台
の
機
能
は
早
く
に
失
わ
れ
、
実
態
は
諸
説
が
示
唆
す
る

如
く
、
依
然
「
不
預
上
表
害
政
抑
屈
。
尚
弾
正
受
推
」
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
．
続
紀
天
平
神
護
二
年
五
月
戊
午
条
に
み
え

る
大
納
言
吉
備
真
備
の
奏
議
「
樹
二
柱
於
中
壬
生
門
西
。
其
一
題
日
。
凡
被
官
司
抑
屈
者
。
宜
至
有
此
下
申
訴
。
其
一
日
。
百
姓
有
冤
柾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

者
。
宜
至
此
下
申
訴
。
並
令
弾
正
台
受
其
訴
状
」
は
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
よ
う
。

　
弾
正
台
の
糾
弾
機
能
を
、
前
章
に
み
た
御
史
台
と
比
較
す
る
上
か
ら
、
さ
ら
に
官
僚
制
の
監
察
、
及
び
台
の
自
浄
能
力
の
視
点
よ
り
検

討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
周
知
の
如
く
、
弾
正
台
は
太
政
大
臣
を
弾
奏
し
え
ず
、
左
右
大
臣
に
つ
い
て
は
相
互
に
弾
奏
し
あ
う
関
係
に
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

職
員
令
太
政
官
条
集
解
は
左
の
如
き
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　
穴
間
。
弾
正
糾
不
当
者
。
兼
得
弾
者
．
糾
不
当
兼
得
弾
也
．
仮
令
可
弾
之
事
曾
不
弾
如
何
．
讃
答
。
文
云
。
糾
不
当
者
。
兼
得
弾
者
．
然
則
糾
事
之
中

　
不
当
也
。
可
弾
之
事
曾
不
弾
者
．
兼
不
可
弾
．
何
者
．
義
解
云
。
不
得
為
職
掌
故
也
．
或
云
．
大
臣
弾
正
各
相
弾
．
公
式
令
．
奏
・
弾
正
不
得
弾
太
政

　
大
臣
今
所
疑
者
．
太
政
大
臣
若
有
非
者
。
誰
人
可
弾
其
犯
．
答
。
太
政
大
臣
智
周
万
物
．
徳
合
二
儀
．
進
退
周
旋
越
礼
法
儀
哉
．
然
則
於
其
身
不
可
有

　
非
違
．
但
犯
公
坐
被
連
坐
者
。
則
非
身
犯
。
是
依
傍
官
犯
罪
被
坐
耳
。

す
な
わ
ち
、
弾
正
台
は
勿
論
、
糾
弾
に
不
当
あ
れ
ば
左
右
大
臣
よ
り
弾
奏
を
受
け
る
が
、
本
来
糾
弾
す
べ
き
事
案
を
看
過
し
た
と
し
て
も

弾
ぜ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
太
政
大
臣
が
公
坐
を
除
き
糾
弾
さ
れ
ざ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
そ
の
智
徳
高
き
故
と
し

て
い
る
。
諸
説
に
従
う
と
き
、
台
と
官
僚
組
織
の
間
に
唐
に
み
え
た
緊
張
関
係
を
見
出
す
こ
と
は
で
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
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（
U
）

　
さ
ら
に
、
上
記
の
点
に
関
す
る
『
政
事
要
略
』
所
載
の
大
判
事
讃
岐
永
直
に
対
す
る
諮
問
か
ら
も
同
様
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　
答
。
職
員
令
云
。
（
中
略
）
案
。
大
臣
有
非
違
者
。
弼
以
上
官
在
台
座
．
而
遣
忠
若
巡
察
於
堂
上
令
弾
必
無
弼
已
上
者
．
不
可
弾
焉
。
即
弾
正
有
非
者
．

　
大
臣
召
台
司
可
糾
。
不
可
伝
遣
別
人
為
弾
。
何
者
．
大
臣
位
高
任
重
．
不
宜
徴
召
。
是
故
遣
忠
等
弾
之
。
其
弾
正
者
品
禄
稽
下
。
無
妨
追
喚
。
所
以
大

　
臣
自
糾
正
。
令
式
設
文
。
一
端
如
之
。

す
な
わ
ち
、
左
右
大
臣
と
は
相
互
に
監
察
を
加
え
る
と
い
っ
て
も
、
実
質
的
に
対
等
な
る
関
係
が
構
成
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
右
少
史

讃
岐
当
世
が
「
大
臣
糾
弾
正
弾
不
当
者
。
召
台
官
人
於
官
令
弾
者
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
当
時
の
一
般
的
見
解
と
い
う
に
等
し
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。

　
つ
ぎ
に
、
弾
正
台
の
自
浄
能
力
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
弾
正
式
に
「
引
若
有
犯
者
。
弼
以
下
忠
以
上
。
共
判
奏
弾
。
其
弾
正

之
内
有
非
違
者
。
各
相
弾
之
」
と
み
え
、
ま
た
闘
訟
律
は
「
糾
弾
之
官
、
挟
私
弾
事
不
実
」
の
場
合
、
証
告
反
坐
規
定
を
適
用
す
る
と
し

て
い
る
。
御
史
台
同
様
、
一
定
の
自
浄
作
用
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
付
言
す
れ
ば
、
台
の
断
決
権
は
け
っ
し
て
準
裁
判
権
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
唐
律
疏
議
が
「
即
糾
弾

之
官
。
謂
拠
令
応
合
糾
弾
者
。
若
有
憎
悪
前
人
。
或
朋
党
親
戚
。
挟
私
飾
詐
。
妄
作
糾
弾
。
並
同
謳
告
之
律
。
」
と
し
、
ま
た
官
司
出
入
人

罪
に
つ
い
て
「
与
謳
告
之
法
不
同
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
台
は
実
質
的
な
意
味
で
の
裁
判
機
関
と
言
う

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
述
べ
き
た
っ
た
如
く
、
弾
正
台
は
形
式
上
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
唐
制
を
継
受
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
本
来
の
糾
弾
機
能
は

事
実
上
機
能
不
全
に
陥
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。
「
官
位
巳
軽
人
不
敢
畏
自
今
以
後
改
為
従
三
位
官
」
と
し
た
天
平
宝
字
三
年
七
月

　
　
（
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

の
勅
や
、
「
応
諸
司
三
度
以
上
不
参
台
喚
並
不
弁
申
勘
事
者
停
給
季
禄
事
」
と
し
た
貞
観
十
八
年
七
月
の
太
政
官
符
は
、
暗
に
こ
の
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
む
し
ろ
、
弾
正
台
が
実
際
に
担
っ
た
主
た
る
職
掌
は
「
粛
正
風
俗
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
武
光
氏
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
延
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律令政治と弾正台

喜
弾
正
式
の
大
半
が
官
僚
の
礼
儀
に
関
連
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
台
の
実
質
的
機
能
は
礼
教
の
面
に
お
い
て
発
揮
さ
れ
た

　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
ち
が
い
な
い
。

　
そ
の
一
つ
の
証
左
は
、
大
同
三
年
正
月
の
内
礼
司
の
併
合
で
あ
る
。
職
員
令
内
礼
司
条
義
解
は
、
内
礼
司
の
職
掌
を
門
籍
内
の
礼
儀
と

し
、
門
外
の
礼
儀
を
担
う
弾
正
台
及
び
式
部
省
と
の
管
轄
区
分
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
、
大
同
三
年
格
は
「
思
欲
省
司
合
吏
少

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

牧
多
羊
致
人
務
於
清
閑
期
官
寮
於
簡
要
」
と
し
て
、
統
合
に
踏
み
切
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
弾
正
台
と
内
礼
司
の
職
掌
が
同
質
の
も

の
で
あ
っ
た
た
め
に
他
な
ら
ず
、
結
果
的
に
台
の
礼
教
機
能
は
さ
ら
に
拡
張
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
奈
良
朝
後
期
か
ら
平
安
朝
初
期
に
か
け
て
台
の
機
能
は
礼
教
機
能
に
集
約
さ
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
考
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
当
代
日

本
に
あ
っ
て
、
「
粛
正
風
俗
」
と
は
職
員
令
弾
正
台
条
古
記
が
「
但
此
条
。
風
俗
之
字
訓
者
。
法
也
。
式
也
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
礼
教
に

は
官
僚
の
綱
紀
粛
正
の
意
味
あ
い
が
濃
厚
で
あ
っ
た
た
め
に
、
平
安
朝
に
な
る
と
弾
正
台
官
人
が
「
礼
儀
」
と
「
非
違
」
の
区
別
す
ら
つ

か
な
い
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
承
和
六
年
閏
正
月
に
は
、
「
礼
儀
非
違
．
此
之
両
義
。
未
得
分
析
。
仮
令
．
非
礼
儀
非
議
非
法
非
正

之
義
．
惣
而
論
之
。
是
可
一
也
」
と
い
う
弾
正
台
の
諮
問
に
中
原
敏
久
ら
が
「
礼
儀
非
違
。
其
号
不
同
．
所
掌
亦
異
．
」
等
々
と
答
え
る
有

　
　
　
　
（
1
6
）

様
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
弾
正
台
の
機
能
に
み
ら
れ
る
集
約
傾
向
は
、
弾
正
台
官
人
の
補
任
の
面
か
ら
も
検
討
可
能
で
あ
ろ
う
。
次
章
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
律
令
太
政
官
制
と
天
皇
制
と
の
関
係
は
、
本
来
政
治
的
拮
抗
関
係
で
あ
る
が
た
め
に
、
相
対
的
か
つ
流
動
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
従
前

　
　
の
研
究
史
と
そ
の
問
題
整
理
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
宗
諄
「
律
令
太
政
官
制
と
天
皇
」
（
『
大
系
日
本
国
家
史
・
古
代
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五

　
　
十
五
年
）
か
ら
示
唆
を
得
た
。
太
宝
令
制
成
立
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
長
山
泰
孝
「
三
、
政
治
の
起
伏
」
（
直
木
孝
次
郎
編
『
古
代
を
考
え
る
・
奈

　
　
良
』
、
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
十
年
）
を
参
照
．

　
（
2
）
　
利
光
三
津
夫
『
続
律
令
制
と
そ
の
周
辺
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
、
昭
和
四
十
八
年
）
一
二
二
頁
。

　
（
3
）
　
石
尾
芳
久
『
日
本
古
代
法
の
研
究
』
（
法
律
文
化
社
、
昭
和
三
十
四
年
）
一
〇
六
頁
－
一
二
〇
頁
。
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（
4
）
　
『
律
令
』
（
目
本
思
想
大
系
3
、
岩
波
書
店
）
、
公
式
令
奏
弾
式
条
・
補
注
8
a
、
六
四
四
頁
ー
六
四
五
頁
。

（
5
）
　
延
喜
式
巻
第
四
十
一
（
九
〇
五
頁
以
下
）
に
詳
細
な
規
定
が
み
え
る
。

（
6
）
　
『
律
令
』
、
六
四
五
頁
．

（
7
）
　
弾
正
台
が
官
僚
を
奏
弾
し
た
事
例
は
管
見
の
限
り
皆
無
に
等
し
い
。
武
光
氏
は
前
掲
論
文
に
お
い
て
、
同
様
の
指
摘
を
さ
れ
、
「
令
に
規
定
さ

れ
た
弾
正
台
に
よ
る
不
正
の
摘
発
は
実
際
に
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
の
疑
問
を
呈
さ
れ
た
（
四
十
九
頁
）
．

（
8
）
　
衛
禁
律
私
度
関
条
に
は
、
「
即
被
柾
徒
罪
以
上
．
抑
屈
不
申
。
及
使
人
覆
詑
．
不
与
理
者
．
聴
於
近
関
国
郡
具
状
申
訴
．
所
在
官
司
．
即
准
状

申
太
政
官
．
伽
逓
送
至
京
．
」
の
条
文
が
み
え
る
が
律
疏
に
も
「
付
弾
正
」
と
は
み
え
な
い
．
し
か
し
、
運
用
上
実
際
に
は
太
政
官
は
弾
正
台
に
下
し

　
て
推
問
せ
し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
9
）
　
武
光
前
掲
論
文
、
四
十
九
頁
。

（
1
0
）
　
奈
良
朝
後
期
に
お
い
て
、
官
人
の
害
政
、
抑
屈
の
申
訴
は
、
弁
官
が
担
当
す
る
に
し
て
も
、
実
際
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た

　
め
に
、
改
め
て
庶
民
の
訴
え
を
聞
く
窓
口
を
設
け
、
弾
正
台
の
間
接
的
関
与
の
道
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
．

（
n
）
　
こ
れ
は
、
「
問
。
式
云
。
弾
親
王
及
左
右
大
臣
者
．
弼
以
上
在
台
座
．
而
遣
忠
若
巡
察
一
人
於
堂
上
弾
之
．
又
云
。
弾
正
不
得
弾
太
政
大
臣
。

太
政
大
臣
得
弾
弾
正
．
其
左
右
大
臣
与
弾
正
若
有
非
違
者
．
各
得
相
弾
者
。
今
依
此
文
。
弾
正
有
非
違
者
。
大
臣
可
弾
者
。
令
何
人
弾
。
具
示
指

南
」
に
答
え
た
も
の
で
あ
る
（
『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
、
糾
弾
雑
事
）
．

（
1
2
）
　
『
類
聚
三
代
格
・
前
編
』
二
二
〇
頁
．

（
1
3
）
　
『
類
聚
三
代
格
・
後
編
』
六
四
三
頁
．

（
1
4
）
　
大
饗
亮
氏
は
、
「
弾
正
台
の
任
務
は
、
唐
の
御
史
台
、
「
大
夫
」
の
職
掌
に
あ
る
如
く
（
唐
六
典
）
、
元
来
官
務
上
の
非
違
を
糾
し
て
、
政
治
の

円
滑
な
運
用
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
（
中
略
）
日
本
で
は
官
吏
の
糾
弾
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
た
め
、
む
し
ろ
上
述
の
如

き
儀
礼
的
形
式
的
な
官
人
の
坐
作
進
退
、
身
分
的
節
度
に
重
点
が
お
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
．
」
と
さ
れ
る
（
同
『
律
令
制
下
の
司
法
と
警
察
』
、
大
学

教
育
社
、
昭
和
五
十
四
年
）
．

（
1
5
）
　
『
類
聚
三
代
格
・
前
編
』
一
五
七
頁
i
一
五
八
頁
．

（
1
6
V
　
『
政
事
要
略
』
巻
六
十
一
、
糾
弾
雑
事
。
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四
、
弾
正
台
の
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
本
章
に
お
い
て
は
、
弾
正
台
の
実
際
上
の
性
格
を
把
握
す
べ
く
、
そ
の
補
任
の
面
に
焦
点
を
あ
て
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
ヂ
の
補
任
で
あ
る
が
、
表
1
の
如
く
、
奈
良
時
代
を
通
じ
て
十
五
代
、
十
三
人
の
ヂ
の
任
命
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、

大
伴
道
足
（
和
銅
六
年
、
神
亀
二
年
）
、
池
田
王
（
天
平
勝
宝
八
年
、
天
平
宝
字
三
年
）
の
二
人
は
再
任
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
親
王
、
諸

王
が
九
人
と
半
数
以
上
を
占
め
た
こ
と
は
、
同
職
が
一
応
は
重
職
と
さ
れ
な
が
ら
、
半
面
準
名
誉
職
た
る
性
格
を
合
わ
せ
も
っ
て
い
た
こ

と
を
窺
わ
し
め
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
氏
姓
別
構
成
は
、
表
2
の
如
く
、
藤
原
氏
二
、
大
伴
、
文
室
両
氏
一
で
、
後
述
の
弼
を
も
含
め
る

と
、
文
室
氏
（
四
）
、
大
伴
氏
（
三
）
か
ら
の
登
用
が
め
だ
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
文
室
大
市
は
二
品
長
親
王
の
第
七
子
、
大
市
王
に

他
な
ら
ず
、
賜
姓
さ
れ
て
臣
籍
に
下
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
如
き
同
職
の
性
格
を
さ
ら
に
強
め
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

律令政治と弾正台

　表1　弾正ヂ・弼の補任（奈良朝）

引 弼

、慶雲　　4 衣縫王

和銅　　1 大石王

6 大伴道足
養老　　5 大野王 県犬養石次

神亀　　2 大伴道足（再任）

天平　　2 酒部王

9 御原王
15 紀小絹

18 船王

天平勝宝8 池田王

天平宝字1 文室大市

3 池田王（再任）
神護景雲1 石川人麻呂

2 豊野篠原

3 大伴不破麻呂

宝亀　　1 藤原楓麻呂

3 藤原弟縄 賀茂大川

5 大伴束人

10 文室水通

天応　　1 高倉福信

延暦　　4 神王

5 大原美気

8 文室八嶋

9 紀登麻理

10 文室波多麻呂

表2　弾正ヲ・弼の氏姓別構成（奈良朝）

引 弼 計

親王・諸王 9 0 9
文室氏 1 3 4
大伴氏 1 2 3
藤原氏 2 0 2
紀氏 0 2 2
県犬養氏 0 1 1
石川氏 0 1 1
賀茂氏 0 1 1
豊野氏 0 1 1
大原氏 0 1 1

計 13 12 25
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各
勇
の
位
階
を
み
る
と
、
令
制
の
官
位
相
当
が
従
四
位
上
（
天
平
宝
字
三
年
よ
り
従
三
位
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
実
際
は
正
三
位
一
、
従
三

位
一
、
正
四
位
下
二
、
従
四
位
上
三
、
従
四
位
下
四
、
正
五
位
上
二
の
構
成
で
、
か
な
り
の
幅
が
存
す
る
．

　
ヂ
の
在
任
期
間
は
、
任
免
年
月
に
不
詳
の
者
が
多
く
推
定
の
域
を
出
な
い
が
、
特
定
し
う
る
範
囲
か
ら
は
不
定
期
的
任
免
が
想
定
さ
れ
、

そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
が
微
妙
に
投
影
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
に
詳
述
す
る
が
、
宝
亀
年
間
の
頻
繁
な
交
替
を
除
け
ば
、
弼
人
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

に
く
ら
べ
そ
の
任
期
は
安
定
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
次
に
ヂ
の
性
格
を
考
察
す
る
た
め
に
、
ヂ
一
人
一
人
の
閲
歴
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
衣
縫
王
　
　
　
　
藤
原
京
造
京
司
、
越
智
山
陵
営
造
使
を
経
て
後
、
弾
正
ヂ
と
な
り
、
慶
雲
四
年
十
月
、
在
任
中
に
卒
し
た
。

　
大
石
王
　
　
　
　
山
科
山
陵
造
使
、
河
内
守
を
経
て
、
和
銅
元
年
三
月
、
弾
正
ヂ
に
任
じ
、
そ
の
後
摂
津
大
夫
を
歴
任
し
た
。

　
大
伴
道
足
ー
讃
岐
守
を
歴
任
後
、
和
銅
六
年
八
月
、
弾
正
ヂ
に
就
任
し
、
そ
の
後
民
部
大
輔
に
転
じ
神
亀
二
年
再
び
ヂ
に
任
じ
ら
れ
た
。
ま
た
大

　
　
　
　
　
　
　
　
伴
系
図
に
よ
れ
ぽ
、
天
平
十
三
年
麗
去
に
際
し
、
参
議
、
右
大
弁
の
任
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
．

　
大
野
王
　
　
　
　
霊
亀
二
年
四
月
、
弾
正
ヂ
に
就
任
、
天
平
九
年
七
月
に
卒
す
。

　
酒
部
王
　
　
　
　
天
平
元
年
二
月
．
弾
正
ヂ
に
就
任
、
同
十
年
十
月
に
卒
す
。

　
御
原
王
　
　
　
天
平
九
年
十
二
月
．
弾
正
ヂ
に
任
じ
、
同
十
二
年
九
月
、
伊
勢
大
神
宮
奉
幣
使
、
治
部
卿
を
兼
ね
る
。
後
に
中
務
卿
を
歴
任
す
る
。

　
船
王
　
　
　
　
　
天
平
十
八
年
、
弾
正
ヂ
と
な
り
、
そ
の
後
治
部
卿
、
太
宰
帥
、
香
椎
廟
奉
幣
使
等
を
歴
任
し
た
．

　
池
田
王
　
　
　
　
皇
太
后
葬
送
造
山
司
、
畿
内
巡
察
使
等
を
経
て
、
弾
正
ヂ
に
就
任
し
、
そ
の
後
刑
部
卿
伊
勢
幣
使
、
摂
津
大
夫
等
を
歴
任
し
た
．

　
文
室
大
市
ー
伊
勢
守
、
刑
部
卿
、
内
匠
頭
、
大
蔵
卿
を
経
て
、
天
平
宝
字
元
年
六
月
、
弾
正
ヂ
に
就
任
し
た
．
そ
の
後
、
節
部
卿
、
民
部
卿
等
を

　
　
　
　
　
　
　
　
経
て
、
天
平
神
護
二
年
七
月
参
議
と
な
り
中
務
卿
、
称
徳
帝
崩
御
装
束
司
等
を
兼
ね
、
宝
亀
二
年
七
月
、
大
納
言
と
し
て
弾
正
ヂ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
再
任
さ
れ
る
．
そ
の
後
、
治
部
卿
、
中
務
卿
を
歴
任
し
た
．

　
藤
原
楓
麻
呂
－
東
海
道
巡
察
使
、
大
判
事
、
右
大
弁
等
を
経
て
、
宝
亀
元
年
八
月
、
称
徳
帝
装
束
司
と
な
り
、
こ
の
と
き
弾
正
ヂ
の
職
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
楓
麻
呂
は
諸
国
の
国
司
を
多
く
歴
任
し
て
お
り
、
最
後
は
参
議
兼
大
蔵
卿
の
任
に
あ
っ
た
。

　
藤
原
弟
縄
－
豊
成
の
第
三
子
で
あ
る
弟
縄
は
、
大
蔵
大
輔
、
大
伴
事
等
を
経
て
、
宝
亀
三
年
四
月
、
弾
正
ヂ
と
な
り
、
そ
の
後
参
議
兼
刑
部
卿
を
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歴
任
し
た
。

　
高
倉
福
信
i
紫
微
少
弼
、
聖
武
帝
大
葬
山
作
司
、
信
部
大
輔
、
内
匠
頭
、
称
徳
帝
装
束
司
等
を
経
て
天
応
元
年
五
月
弾
正
ヂ
に
任
じ
た
。

　
神
王
　
　
　
　
左
大
舎
人
頭
、
参
議
兼
大
蔵
卿
を
経
て
、
延
暦
四
年
五
月
、
弾
正
引
に
就
任
、
そ
の
後
皇
太
后
、
皇
后
の
御
葬
司
を
経
て
、
大
納
言

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
右
大
臣
へ
昇
っ
た
。

　
当
代
官
司
の
補
任
は
、
一
定
の
範
囲
に
お
い
て
、
適
材
適
所
主
義
が
貫
か
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
こ
に
い
う
適
材
適
所
主
義
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

当
該
官
司
の
職
掌
上
の
専
門
性
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
る
に
、
先
学
の
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
代

官
司
に
あ
っ
て
は
、
令
制
上
に
規
定
さ
れ
る
職
掌
が
実
際
上
の
職
掌
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
反
対
に
、
任
官
者

の
閲
歴
中
に
共
通
せ
る
専
門
性
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
上
の
職
掌
を
推
断
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
弾
正
勢
歴
任
者
の
閲
歴
中
、
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
装
束
司
の
歴
任
で
あ
る
。
文
室
大
市
、
藤
原
楓
麻
呂
、
高
倉
福
信
は
、
い
ず

れ
も
宝
亀
元
年
八
月
の
称
徳
天
皇
大
葬
に
祭
し
て
、
装
束
司
を
勤
め
て
い
る
．

　
装
束
司
に
つ
い
て
は
、
延
喜
式
太
政
官
式
に
左
の
四
条
が
み
え
て
い
る
。

　
（
一
）
　
凡
践
　
大
嘗
年
。
十
月
下
旬
天
皇
臨
川
硬
潔
而
斉
。
預
令
陰
陽
寮
勘
申
襖
日
．
前
廿
許
日
装
束
司
井
次
第
司
。
御
装
束
司
長
官
．
箒
次
官
一

　
　
　
人
。
擢
泣
判
官
二
人
。
処
昧
主
典
二
人
。
眈
徹
粒
次
第
司
御
長
官
一
人
。
隼
次
官
一
人
。
解
判
官
ニ
ヘ
知
駄
主
典
二
人
。
磁
秋
粒
御
後
亦
准
此
．
前

　
　
　
五
日
大
臣
及
参
議
已
上
。
定
五
位
以
上
応
陪
従
井
留
守
歴
名
奏
聞
．
詑
下
式
部
及
装
束
次
第
等
司
。

律令政治と弾正台

（
二
）
　
凡
天
皇
初
即
位
者
．
定
伊
勢
太
神
宮
斉
内
親
王
。
簡
未
嫁
者
令
所
司
卜
。

　
　
詑
卜
宮
城
内
便
処
為
初
斉
院
．
祓
潔
而
入
。
更
卜
城
外
浄
野
．
造
斉
宮
畢
。
明
年
八
月
上
旬
。
卜
吉
日
祓
潔
而
移
入
之
．
太
政
官
定
従
行
五
位
以

　
　
上
名
数
．
前
十
目
人
前
後
次
第
司
。
各
長
官
一
人
。
単
判
官
主
典
各
一
人
。
肱
聯
依
時
剋
出
自
初
斉
院
．
臨
川
上
喫
潔
既
入
野
宮
．
齢
鵡
済
潔
斉

　
　
三
年
五
月
以
前
。
任
斉
宮
寮
官
人
及
主
神
司
．
其
諸
司
七
月
以
前
任
之
。
即
依
例
准
擬
庶
事
。
九
月
上
旬
卜
定
吉
目
．
向
伊
勢
太
神
宮
．
預
任
装

　
　
束
司
．
五
位
二
人
。
卜
杁
辮
撒
胴
想
、
六
位
以
下
四
人
．
騨
鰍
繍
諭
囎
蚊
紺
前
行
日
黙
定
監
送
使
四
人
。
吻
熾
榊
鰍
箪
耕
使
各
斉
王
臨
川
喫
之
．
如
入
理

　
　
宮
襖
儀
．
難
・
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（
三
）

（
四
）

　
凡
行
幸
応
経
旬
者
．
弁
史
各
一
人
．
左
右
史
生
各
二
人
．
官
掌
一
人
陪
従
．
若
不
経
宿
者
。
減
左
右
史
生
各
一
人
．
預
択
行
日
弁
備
庶
事
。
前

数
十
日
臨
蹄
定
造
行
宮
使
醸
瓢
縮
撮
鷺
時
任
装
束
司
．
長
官
一
人
．
雫
次
官
二
人
．
解
判
官
三
人
。
主
典
三
人
．
腫
秋
粒
任
前
後
次
第
司
御
前
長
官

一
人
．
堕
次
官
一
人
．
軍
判
官
二
人
。
主
典
二
人
。
腫
秋
粒
御
後
亦
准
此
．
齪
解
又
預
定
陪
従
留
守
五
位
以
上
．
臥
蝋
箏
差
使
検
校
行
宮
ヵ
前

十
余
日
仰
下
諸
国
、
令
進
国
飼
御
馬
．
監
躰
滋
笈
馬
左
右
馬
寮
儲
負
印
馬
。
鯛
騙
姻
厨
顧
韻
煽
仰
京
職
諸
国
、
令
進
澹
夫
。
甑
燃
櫛
前
五
六
日
仰
大
蔵
儲

禄
料
緬
布
等
。
令
運
収
便
処
．
又
給
陪
従
五
位
以
上
朝
服
及
抱
形
．
其
覆
太
政
官
印
櫃
皮
。
井
澹
夫
二
人
．
及
黄
杉
者
．
装
束
司
充
之
．
事
畢
返

上
。
（
略
）

　
凡
親
王
及
大
臣
舞
即
任
装
束
司
及
山
作
司
繊
肥
融
桁
斬
報
貼
緋
蒲
翻
鰹
重
送
葬
之
日
．
勅
使
二
人
づ
京
擶
螺
櫨
翻
キ
働
塒
雌
闇
購
撫
翻
離
犠
就
第
弔
贈
．

其
中
納
言
以
上
及
妃
夫
人
麗
時
。
弔
亦
准
此
．
鵬
翠

410

　
践
詐
大
嘗
祭
の
年
の
十
月
、
天
皇
は
御
襖
の
行
幸
を
行
う
が
、
そ
の
襖
日
の
二
十
日
程
前
に
装
束
司
並
び
に
次
第
司
が
任
命
さ
れ
る
．

装
束
司
は
長
官
以
下
六
名
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
即
位
に
際
し
て
の
斉
内
親
王
伊
勢
大
神
宮
参
詣
に
お
い
て
、
六
名
の
装
束
司
の
任
命

が
な
さ
れ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
五
位
官
た
る
神
祇
副
以
上
一
人
、
左
右
少
弁
以
上
一
人
、
そ
の
他
神
祇
祐
、
弁
官
史
、
縫
殿
允
、
諸
司
主

典
の
六
位
の
構
成
で
あ
る
。

　
装
束
司
は
ま
た
、
十
日
を
こ
え
る
行
幸
に
際
し
て
も
、
造
行
宮
使
と
も
ど
も
任
命
さ
れ
、
長
官
以
下
九
名
で
構
成
さ
れ
る
。
そ
の
際
、

装
束
司
は
太
政
官
の
印
櫃
を
覆
う
皮
、
黄
杉
、
そ
し
て
澹
夫
二
人
の
調
達
を
担
っ
た
．
さ
ら
に
、
装
束
司
は
親
王
、
大
臣
の
亮
去
に
際
し

て
も
山
作
司
と
と
も
に
任
命
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
装
束
司
の
職
掌
は
種
々
儀
式
の
装
束
及
び
鋪
設
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
．
因
に
、
奈
良
朝
に
お
い
て
任
命
さ
れ
た

装
束
司
を
追
跡
し
て
み
る
と
、
諸
王
並
び
に
有
力
氏
族
の
出
身
者
か
ら
な
る
構
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
．

　
一
方
、
御
原
王
、
船
王
、
池
田
王
は
い
ず
れ
も
奉
幣
使
を
歴
任
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
御
原
王
に
つ
い
て
は
．
続
紀
天
平
十
二
年
九
月

乙
未
条
に
「
遣
治
部
卿
従
四
位
上
三
原
王
等
、
奉
幣
鳥
於
伊
勢
大
神
宮
」
と
み
え
、
王
が
神
嘗
祭
の
幣
鳥
使
を
勤
め
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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池
田
王
は
天
平
宝
字
二
年
八
月
、
摂
津
大
夫
と
し
て
伊
勢
幣
使
を
勤
め
、
船
王
も
ま
た
天
平
宝
字
三
年
八
月
、
香
椎
廟
奉
幣
使
と
し
て
発

遣
せ
ら
れ
た
．

　
周
知
の
如
く
、
奉
幣
使
は
伊
勢
神
宮
に
お
け
る
毎
秋
の
神
嘗
祭
や
大
嘗
祭
に
際
し
て
発
遣
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
貞
観
儀
式
や
延
喜

式
に
よ
れ
ば
、
諸
王
五
位
以
下
一
人
、
中
臣
一
人
、
忌
部
一
人
等
々
が
任
命
さ
れ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ら
祭
儀
は
天
皇
自
ら
大

極
殿
に
幣
鳥
使
を
召
し
て
発
遣
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
任
に
あ
た
る
者
は
よ
く
儀
礼
に
通
じ
た
る
者
が
採
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
装
束
司
、
奉
幣
使
の
経
歴
は
、
奈
良
朝
後
期
に
ヂ
を
襲
っ
た
者
に
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
礼
教
と

い
う
弾
正
台
の
一
つ
の
職
能
が
天
平
年
間
後
期
以
降
固
定
化
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．

　
こ
の
ほ
か
、
衣
縫
王
の
越
智
山
陵
営
造
使
、
大
石
王
の
山
科
山
陵
造
使
、
池
田
王
の
皇
太
后
葬
送
造
山
使
、
高
倉
福
信
の
聖
武
天
皇
大

　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

葬
山
作
司
、
神
王
の
周
忌
斉
会
司
、
皇
后
御
葬
司
等
の
閲
歴
も
ほ
ぽ
同
様
な
る
理
由
か
ら
注
目
に
値
し
よ
う
．

　
弄
補
任
者
は
ま
た
、
信
部
卿
（
中
務
卿
）
、
治
部
卿
、
刑
部
卿
を
歴
任
し
た
者
が
多
い
．
す
な
わ
ち
、
中
務
卿
は
「
賛
相
礼
儀
」
の
こ
と

を
掌
り
、
治
部
卿
は
「
葬
送
」
を
職
掌
と
す
る
。
刑
部
卿
は
弾
正
台
の
も
の
一
つ
の
職
掌
で
あ
る
官
吏
の
非
違
奏
弾
と
の
か
か
わ
り
が
想

　
　
　
　
　
　
（
7
）

定
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
如
く
、
罪
補
任
者
一
人
一
人
に
つ
い
て
そ
の
閲
歴
を
検
討
し
て
ゆ
く
と
、
親
王
を
多
く
含
む
が
た
め
も
あ
ろ
う
が
、
葬
送
や
礼

儀
に
関
す
る
官
職
を
歴
任
し
て
き
た
者
が
こ
と
の
ほ
か
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
．
従
っ
て
、
ヂ
補
任
の
側
面
か
ら

み
る
限
り
、
弾
正
引
の
実
際
上
の
職
務
の
う
ち
官
吏
の
礼
教
が
多
大
の
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
十
分
思
考
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
．

　
つ
ぎ
に
、
弼
に
つ
い
て
も
同
様
な
側
面
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
表
1
に
み
え
る
如
く
、
同
時
期
を
通
じ
て
十
二
人
の
弼
が
任
命
さ
れ

て
い
る
．
引
と
は
異
な
り
、
皇
親
は
み
え
ず
、
わ
ず
か
に
臣
に
下
っ
た
篠
原
王
（
豊
野
篠
原
）
が
い
る
に
す
ぎ
な
い
．

　
氏
姓
別
構
成
は
、
表
2
の
如
く
、
文
室
氏
の
三
人
を
筆
頭
に
大
伴
、
紀
両
氏
各
二
人
、
県
犬
養
、
石
川
、
賀
茂
．
豊
野
、
大
原
の
各
氏
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各
一
人
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

　
位
階
に
目
を
転
ず
る
と
、
文
室
八
嶋
の
従
五
位
上
、
文
室
波
多
麻
呂
の
正
五
位
下
を
除
き
、
他
は
み
な
従
五
位
下
で
、
全
体
と
し
て
令

制
の
規
定
す
る
正
五
位
下
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
史
料
に
み
え
る
弼
の
初
出
は
養
老
四
年
十
月
任
官
の
県
犬
養
石
次
で
あ
り
、
慶
雲
期
か
ら
養
老
中
期
ま
で
、
ヂ
で
い
え
ば
最
初
の
三
代

（
衣
縫
王
、
大
石
王
、
大
伴
道
足
）
の
間
の
補
任
は
未
詳
で
あ
る
。
弼
の
在
任
期
間
に
つ
い
て
も
、
そ
の
退
任
期
が
特
定
し
え
な
い
事
例
が
多

く
、
従
っ
て
そ
の
間
に
空
席
期
間
や
再
任
期
間
を
は
さ
ん
で
い
る
可
能
性
な
し
と
し
な
い
が
、
全
体
と
し
て
罪
に
く
ら
べ
そ
の
期
間
は
著

し
く
不
規
則
と
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
．
引
の
場
合
と
同
様
、
称
徳
、
光
仁
朝
に
当
た
る
天
平
神
護
、
神
護
景
雲
、
宝
亀
の
各
期
に

は
、
石
川
人
麻
呂
、
豊
野
篠
原
、
大
伴
不
破
麻
呂
、
賀
茂
大
川
ら
の
あ
い
つ
ぐ
任
官
が
知
ら
れ
て
い
る
．

　
つ
ぎ
に
、
弼
に
つ
い
て
も
そ
の
一
人
一
人
に
つ
い
て
閲
歴
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　
県
犬
養
石
次
ー
弾
正
弼
歴
任
後
、
播
磨
行
幸
装
束
司
、
右
少
弁
を
経
て
、
天
平
五
年
十
二
月
少
納
言
と
な
り
、
さ
ら
に
同
十
一
年
四
月
に
は
参
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
式
部
大
輔
と
な
っ
た
。

　
紀
小
績
　
　
　
　
　
弾
正
弼
歴
任
後
．
太
宰
少
弐
，
兵
部
少
輔
．
山
背
守
．
東
海
道
巡
察
使
を
歴
任
し
た
。
天
平
勝
宝
六
年
七
月
の
光
明
皇
太
后
の
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
に
際
し
て
は
、
装
束
司
を
勤
め
た
．

　
石
川
人
麻
呂
ー
弾
正
少
弼
歴
任
後
、
大
蔵
少
輔
、
式
部
少
輔
、
大
和
検
税
使
等
を
経
て
、
宝
亀
八
年
正
月
伊
豆
守
に
就
任
し
た
。

　
豊
野
篠
原
　
　
　
　
篠
原
王
．
天
平
宝
字
元
年
閏
八
月
豊
野
真
人
の
姓
を
賜
わ
る
．
大
膳
亮
、
外
衛
中
将
を
経
て
、
景
雲
二
年
七
月
弾
正
弼
に
就
任
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。

　
大
伴
不
破
麻
呂
ー
弾
正
弼
歴
任
後
．
美
作
介
．
大
蔵
大
輔
．
信
濃
守
等
を
勤
め
た
．
そ
の
間
．
宝
亀
元
年
八
月
、
称
徳
天
皇
大
葬
の
御
後
次
第
司
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
官
を
勤
め
る
。

　
賀
茂
大
川
　
　
　
大
監
物
、
内
匠
助
、
木
工
助
等
を
経
て
、
宝
亀
三
年
四
月
弾
正
弼
に
就
任
し
た
．
そ
の
後
、
内
臓
助
、
神
祇
大
副
、
大
蔵
少
輔
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
歴
任
し
た
．
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大
伴
東
人
　
　
　
　
天
平
宝
字
七
年
正
月
．
式
部
少
輔
を
経
て
、
少
納
言
に
就
任
す
る
。
そ
の
後
．
散
位
助
、
周
防
守
を
経
て
、
宝
亀
五
年
三
月
弾
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
弼
と
な
る
．

　
文
室
水
通
　
　
　
　
相
模
介
、
典
薬
頭
、
安
芸
守
を
経
て
、
宝
亀
十
年
十
一
月
、
弾
正
弼
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
、
延
暦
五
年
二
月
大
蔵
大
輔
と
な
る
。

　
大
原
美
気
　
　
　
　
右
大
舎
人
助
、
美
作
守
を
経
て
、
延
暦
五
年
二
月
弾
正
弼
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
諸
陵
頭
、
大
膳
大
夫
を
歴
任
し
た
．

　
文
室
八
嶋
　
　
　
　
天
応
元
年
十
二
月
、
光
仁
帝
崩
御
に
際
し
作
方
相
司
を
勤
め
、
延
暦
八
年
三
月
弾
正
弼
と
な
り
、
そ
の
後
中
宮
高
野
新
笠
崩
御
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
際
し
山
作
司
を
勤
め
た
．
そ
し
て
翌
年
正
月
に
は
中
宮
周
忌
御
斉
会
司
と
な
り
、
同
閏
三
月
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
崩
御
に
際
し
、
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
司
を
勤
め
た
。

　
紀
登
麻
理
　
　
　
　
弾
正
弼
の
ほ
か
、
雅
楽
頭
等
を
歴
任
し
た
。

　
文
室
波
多
麻
呂
－
天
平
宝
字
十
年
正
月
、
弾
正
弼
に
就
任
し
た
ほ
か
、
皇
后
藤
原
乙
牟
漏
や
桓
武
天
皇
の
大
葬
に
際
し
て
山
作
司
を
勤
め
、
雅
楽
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
長
く
こ
れ
を
兼
ね
た
。

　
弼
の
閲
歴
に
つ
い
て
も
、
勇
の
場
合
と
同
様
、
特
に
葬
儀
、
礼
教
に
か
か
わ
る
職
歴
が
注
目
さ
れ
る
。
県
犬
養
石
次
の
播
磨
行
幸
装
束

司
、
紀
小
緯
の
光
明
皇
太
后
大
葬
御
後
次
第
次
官
、
文
室
八
嶋
の
光
仁
帝
葬
送
作
方
相
司
、
中
宮
高
野
新
笠
山
作
司
・
斉
会
司
、
文
室
波

多
麻
呂
の
桓
武
天
皇
大
葬
山
作
司
等
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
雰
弼
の
閲
歴
か
ら
は
、
台
の
儀
礼
司
的
側
面
が
浮
ぎ

彫
り
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
一
言
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
役
職
へ
の
補
任
が
弾
正
台
官
人
就
任
の
前
歴
、

後
歴
、
な
い
し
兼
任
と
し
て
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
弾
正
台
の
ヂ
や
弼
に
儀
礼
に
関
す
る
素
養
が
求
め
ら
れ
た
と
同
時

に
、
該
職
を
経
る
こ
と
が
そ
の
素
養
修
得
の
機
会
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

律令政治と弾正台

21））
（
3
）

本
章
の
執
筆
に
当
っ
て
は
、
主
と
し
て
『
続
日
本
紀
』
、
『
公
卿
補
任
』
、
『
大
日
本
古
文
書
』
、
『
寧
楽
遺
文
』
等
に
拠
っ
た
。

官
人
補
任
の
分
析
を
通
じ
て
官
司
の
性
格
を
把
握
す
る
方
法
に
関
し
て
は
、
と
く
に
小
林
敏
男
「
中
務
省
に
関
す
る
諸
問
題
（
上
）
（
下
）
」
、

『
古
代
文
化
』
　
二
十
九
ー
十
一
、
十
二
か
ら
多
く
の
示
唆
を
得
た
．

　
ヂ
各
人
の
主
要
職
歴
を
網
羅
し
た
。
な
お
、
在
任
期
問
に
つ
い
て
臆
、
特
定
し
え
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
諸
資
料
か
ら
推
定
し
う
る
も

の
な
こ
れ
を
採
る
こ
と
と
し
肉
。
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（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

　
同
時
代
の
補
任
行
政
に
つ
い
て
は
、
摂
津
職
の
性
格
を
め
ぐ
る
滝
川
政
次
郎
氏
説
を
補
任
の
面
よ
り
実
証
し
た
利
光
三
津
夫
「
摂
津
職
の
補
任

に
つ
い
て
」
が
あ
る
。
同
氏
は
、
そ
の
所
論
に
お
い
て
、
摂
津
職
の
本
務
を
外
交
的
職
務
に
求
め
る
べ
き
こ
と
を
補
任
表
の
提
示
に
よ
っ
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
．
そ
の
際
氏
は
、
「
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
、
適
材
適
所
主
義
の
原
則
は
、
守
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
多
少
の
例
外
は
こ
れ
を
看
過
し
、
全
体
と
し
て
そ
の
才
能
あ
る
人
が
数
多
く
そ
の
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
お
れ
ば
、
そ
の
職
は
、
そ
の
才
能
を
必

要
と
す
る
職
務
で
あ
っ
た
と
推
断
し
て
よ
い
．
」
と
の
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
に
み
え
る
山
作
司
も
、
天
皇
、
皇
后
、
親
王
ら
の
葬
儀
に
際
し
任
命
さ
れ
る
御
葬
司
の
一
つ
で
、
山
陵
の
造
営
を
用
務
と
し
た
．
因
に
、

奈
良
朝
に
山
作
司
に
補
任
さ
れ
た
者
は
左
表
の
通
り
で
あ
る
．

・
天
平
二
十
年
四
月

・
天
平
勝
宝
八
歳
五
月

・
天
応
元
年
十
二
月

従
三
位

従
四
位
上

従
四
位
下

従
三
位

正
四
位
下

従
四
位
上

従
四
位
下

正
五
位
上

従
五
位
下

従
三
位

従
四
位
下

正
五
位
下

従
五
位
上

従
五
位
下

　
本
文
に
示
し
た
ほ
か
．
続
紀
に
は
天
平
神
護
元
年
九
月
条
に

位
下
高
丘
連
比
良
麻
呂
．
従
五
位
上
豊
野
真
人
出
雲
．

御
装
束
司
井
前
後
次
第
司
．
為
幸
長
岡
宮
也
．
」
と
み
え
る
．

　
刑
部
省
の
性
格
及
び
職
掌
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
原
王

石
川
王
・
道
祖
王

紀
飯
麻
呂
・
吉
備
真
備
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
位
以
下
、
八
人
）

多
治
比
広
足
・
百
済
王
敬
福

塩
焼
王
・
大
伴
古
麻
呂

高
麗
福
信

山
背
王

佐
伯
今
毛
人

小
野
田
守
・
大
伴
伯
麻
呂
　
　
　
　
　
（
六
位
以
下
、
二
十
人
）

大
伴
家
持
・
高
倉
福
信

吉
備
泉
・
石
川
豊
人

大
神
末
足
・
紀
犬
養

文
室
高
嶋

文
室
子
老
・
紀
継
成
・
多
治
比
浜
成
　
　
（
六
位
以
下
、
九
人
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
以
従
二
位
藤
原
朝
臣
永
手
。
正
三
位
吉
備
朝
臣
真
備
。
為
御
束
司
長
官
。

　
　
　
　
　
大
伴
宿
祢
伯
麻
呂
為
次
官
．
判
官
四
人
．
主
典
四
人
．
」
、
ま
た
延
暦
三
年
十
月
条
に
r従
任四
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五
、
結

び

　
上
述
の
如
く
、
唐
御
史
台
は
訴
追
機
関
な
い
し
は
裁
判
監
視
機
関
と
し
て
の
強
力
な
司
法
権
を
有
す
る
と
同
時
に
、
高
度
の
自
浄
能
力

を
備
え
た
皇
帝
直
属
の
官
吏
監
督
機
関
で
あ
り
、
副
次
的
と
は
い
え
礼
教
機
能
も
合
わ
せ
も
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
弾
正
台
は
一
応
自
浄
能
力
を
備
え
な
が
ら
も
、
立
法
時
よ
り
上
級
官
人
に
対
す
る
糾
弾
権
を
巧
み
に
制
限
さ
れ
、
ま
た

杖
罪
以
下
の
断
決
権
を
保
持
し
つ
つ
も
官
人
の
害
政
を
摘
発
す
る
権
限
も
早
く
に
剥
奪
さ
れ
、
そ
の
糾
弾
機
能
は
事
実
上
有
名
無
実
の
も

の
と
化
し
て
い
た
．
一
方
、
弾
正
台
の
も
う
一
つ
の
機
能
で
あ
る
礼
教
機
能
が
官
人
社
会
の
綱
紀
粛
正
の
面
よ
り
次
第
に
強
化
さ
れ
て
い

っ
た
こ
と
は
、
台
の
補
任
の
面
か
ら
も
容
易
に
裏
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
当
代
官
司
制
度
の
特
質
と
し
て
．
弾
正
台

の
上
級
官
人
と
下
級
官
人
と
の
間
に
実
際
上
の
役
割
分
担
が
存
在
し
た
可
能
性
も
け
っ
し
て
否
定
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な
い
．
従
っ
て
、

今
後
の
課
題
は
、
史
料
上
の
制
約
は
あ
る
に
し
て
も
、
で
き
う
る
限
り
下
級
官
人
の
構
成
と
動
向
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
平
安
朝
に
お
け
る
弾
正
台
の
機
能
を
理
解
す
る
際
、
ま
ず
検
非
違
使
の
成
立
が
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
平
安
初
期
に
お
い
て
は
、
「
弾
正
検
非
違
使
政
相
通
事
」
（
検
非
違
使
雑
事
上
）
と
の
関
係
の
下
に
、
検
非
違
使
式
が
「
使

之
所
掌
。
准
弾
正
弾
事
．
井
依
臨
時
宣
旨
行
之
。
」
と
す
る
よ
う
に
、
相
互
に
独
立
し
な
が
ら
「
弾
事
」
に
つ
い
て
の
み
上
下
関
係
を
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
職
原
抄
が
示
す
如
き
台
職
掌
の
検
非
違
使
に
よ
る
吸
収
と
い
う
事
態
は
か
な
り
後
世
の
こ
と
に
属
し
、
当
初
は
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

応
西
宮
記
に
み
え
る
よ
う
な
役
割
分
担
が
存
在
し
た
。
こ
れ
が
、
台
の
形
骸
化
、
使
の
発
展
へ
と
進
ん
で
い
く
上
で
、
と
り
わ
け
重
要
な

の
は
、
前
者
に
お
け
る
追
捕
権
の
不
備
と
後
者
に
よ
る
追
捕
権
の
獲
得
で
あ
ろ
う
。
検
非
違
使
に
は
そ
も
そ
も
、
悪
化
す
る
一
方
の
京
の

治
安
に
対
処
す
べ
き
臨
戦
的
機
能
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
台
が
次
第
に
巡
察
弾
正
を
減
員
す
る
の
と
は
対
照
的
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

使
が
「
犯
人
逃
走
、
姦
盗
隠
遁
」
の
場
合
「
随
時
追
捕
、
立
為
永
例
』
と
さ
れ
た
点
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
、
本
稿
で
は
奈
良
朝
を
通
じ
て
、
弾
正
台
が
礼
教
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、

朝
以
降
の
展
開
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
大
饗
前
掲
書
、
五
八
頁
－
六
一
頁
。

　
（
2
）
　
『
西
宮
記
』
巻
十
三
、
宣
旨
。

　
（
3
V
　
『
続
日
本
後
紀
』
国
史
大
系
、
承
和
六
年
六
月
六
日
条
。

さ
ら
に
平
安
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